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定 期 総 合。特象

ヽ
ガ
ロロ

ヽ

３
月
７
日
は
二
十
四
師
気

小^
彗

か
ら
冬
至
ま
で
）
の
立
秋
で
す
．
暦

の
う
え
で
は
秋
で
す
が
寅
感
は
真
豆

で
す旧

暦
の
７
月
７
曰

（新
置
３
月
１

０
曰
）
七
夕
の
夜
　
天
の
川
を
渡

っ

て
識
女

（総
姫
　
こ
と
座
の
ベ
ガ
）

と
牽
牛

彦^
星
　
わ
し
座
の
ア
ル
タ

イ
ル
）
が
年
に

一
摩
の
逢
瀬
を
楽
し

む
恋
物
語
　
私
た
ち
の
心
を
な
ど
ま

せ
て
く
れ
ま
す

さ
て
　
今
年

の
七
夕
祭
は
短
冊
に

ふ
く
し
の
願
い
ご
と
を
し
た
た
め

一
年
間
の
願
い
を
込
め
て
七
夕
竹
に

飾
り
つ
け
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
‐

き

っ
と
二
つ
の
星
が
願
い
を
間
き

と
と
け
て
く
れ
ま
す
よ
　
☆
☆
☆

グ☆
☆ ☆

カ

,1

◎体ゆたかな在みよヽ 端 ヽのまちづく,内奸/をめざしてぃます
◎日常の姜夕がなごみのヽ を広1ス■■の助け,い の力とな0ます
◎人と人のつな下,が■式のた,の 向上につながうます

0カ 杯几國Ft協の福ヽ活動はみなきまの

'受

でモ普きれてぃます

内握地区社協の基本方針

● 内郷地区の交流をはかる.
2 内郷地区社協の活動の月知

をはかる.
3 自主財nづ くりに舞める。
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響

長

口

，

，

テ
●

壮
面
の
季
¨
に
な
０
ま
し
た
。
い
か
¨

が
お
０
ご
し
て
し
―
つ
か

茶
ｉ
の
曽
嶽
に
は
　
日
頸
よ
，
お
■
■
一

は［つな̈
賀型黎
」動つ
を苺―織一

■
札
２
年
ｔ
の
た
抑
ｔ
，
●
５
几
■
一

日
＾
ａ
イ

レ
ニ
デ
ム
セ
ン
タ
ー
社
を
に
一

‘
い
は
，
輸
れ
」
『
′
名
の
出
お

一
一

■
ス

ａ
，
た
事
業

に
お

い
て
は
、
”

一

型

イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ

の
Ｗ
響

で
人
さ
を
一

■
■
業
の

一
つ
て
あ
る

礁́
者

の
う
ど

い
一
¨

が
，

■
さ
れ
　

そ
れ
に

つ
軟
高
０
オ
●

一

事

，
　
■
●
ヽ
お
ゲ
そ
れ
ぞ

れ
，

上
と

¨

●
―
　
さ
び
し

い
年
ミ
と
な
０
ま
し
た
．

し
¨
し
　
，
Ａ

卜

に
″
わ
れ
た
弟
５
，

口
ふ
く
し
よ

つ
０
は
　

，
Ｘ

の
キ
薇

●
一

ご
“
力

に
１
，
人
壺

λ

に
え
る
，
が
“

ネ
ま

ｔ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―

千
人

２
，
た
は
３
事
責
“

（高
■
■
一

ｔ
戌
　
■
●
　
広
檄
）
を
中

で
に
ｔ

米
活
動
を
ヽ
同
し
て
よ

い
０
ま
す
．
■
一

杖
者
の
つ
と
い
　
高
朴
オ
●
事
会

‥‥―

一
平
成

２‐
年
度
事
業
実
績
　

一

薇
３
辮
響
劇
「
‐―
‐
―

―

内́
郷
地
区
の
交
流
を
は
か
る
・

新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
流
行

の
た
め

一敬
老
の
つ
と
い
」

一高
齢
者
食
事

＾
ご
　
『内
嬌
小
迪
学
合
宿
」
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
　
一　
方
　
地
域
住
民

交
流
会
は

「餃
田
子
ど
も
合
『　
一官

両

０
１
ズ
タ
ウ
ン
」

「餃
田
柏
葉
町

内
会
・

の
各
地

Ｋ
で
行

い
ま
し

た

ま
た
シ
ル
バ
ー
ダ

ン
ス
文
擾

　
ワ
シ

ワ
ン
グ
ル
ー
プ
活
動
文
校
　
ふ
く
し
ま

つ
り
な
ど
の
交
流
活
動
に
努
め
ま
し
た

２

内́
郷
地

区
社

協
活
動

の
日
知
を

は
か
る

贅
た
き
り
占
齢
イ
な
愛
●
剛
　
赤
い

羽
根
　
歳
本
た
す
け
あ

い
な
ど
の
募

●
活
動
　
広
報
■
な
ど
で
同
知

に
％

め
ま
し
た

０
　
自
主
財
源
づ

く
り
に
努
め
る

■

の
節
み
，
　
ヽ
く
し
ま

つ
り
収
４

，
及
び
広
報
誌
広
竹
朴
な
ど
で
　
け

源
づ
く
り
に
努
め
ま
し
た

ヽ
福

祉

晏

員

会

地
城
●
表
●

０
地
域
住
民
交
流
会

官
前
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
セ
見
会
支
援

４^
月
４
い
）

餃
田
子
ど
も
会
支
援

＾
Ю
月
Ю
Ｈ
ｒ
ど
も
冬
）

宵
前
ロ
ー
ズ
タ
ウ
シ
住
民
交
流
会
支
援

２^
月
５
日
）

餃
田
”
葉
町
内
会
シ
エ
ア
懇
崚
会
文
擾

（２
月
”
日
）

内
椰
小
学
校
バ
ザ
ー
出
”
（Ｈ
月
＝
Ｈ
）

内
郷
小
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ト
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
続
会
，
両

　

１^
月
お
日
）

ヽ
５
口
ふ
く
し
ま
つ
り

３^
月
蟷
Ｒ
）

内
郷
小
学
校
適
ケ
台
”
は
　
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め
中
止

研
●
●
彙
椰

Ｏ
椰
社
委
員
研
修
会
　
　

７^
月
２
＝
）

籠
擁
軍
壕
躍
自
”

１
内
郷
地
区
の
交
流
を
は
か
る

２
内
部
地
区
社
協
の
活
動
の
同
期
を
は
か
る

３
向
上
財
源
づ
く
り
に
，
め
る

一
平
成
２２
年
度
事
業
計
画

　

一

〔綺
期
日
日
日
〕

○

■
年
曖
ｔ
”
給
会

―
〓
１
９
Ｈ
出
席

音

Ｔ
名

○

「軟
そ
の
つ
と
い
」
企
画
概
要
説
明

会

１
８
月
２
日

０

「敬
と

の
つ
と

い
」
運
Ｖ
■
領
説
明

会
１
９
月
２
月

０

２
年
曖
事
業
報
告
会

―
お
年
３
月

”

６

口
ふ
く

し
よ

つ
０
子

で
は
、

■
よ

の
■
様

″
の
え
元

の
場

と
し

て
栞

し
ん

で
猥
け
る
１
，
，
力
ｔ
　
内
椰
小
学
鸞

１
禍
■
屯
■
　
地
虫
こ
〓
文
掟
セ
ン
タ

ー
■
と
も
〓
”
し
な
が
う
場
ユ
‘
勁
〓

，

っ
て
な

い
０
た

い
と
思

い
ま
す

“
月
第
１
本
曜
日
に
出
催
し
　
事
業

計
画
及
び
新
規
案
，―、
の
７

議

を
行

い

逃
■

の
進
ル
に
努
め
ま
し
た

定
期
総
会
　
軟
老
会
　
，
″
本
¨
来

報
告
会
を
，
１
１，，―
四
籠
し
て
　
議
案
を

客
晨
し
，
来
の
進
ル
に
努
め
ま
し
た

Ｏ
施
設
見
γ
”

地^
掟
■
ヽ
対
象
１
月
“
＝
）

Ｏ
広
報
■
広
告
掲
崚
６
社
Ｍ
贅

Ｏ
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
て
前

●
８
■
■
い
一

〇
内
椰
小
学
校
シ
ル
バ
ー
ダ

ン
ス
支
援
　

６^
月
Ｐ
Ｈ
）

Ｏ
佐
●
［
翠
劇
そ
―
め
ん

流
し
　
　
　

７^
月
７
月
）

Ｏ
佐
●
山
翠
劇
盆
お
ど
り

＾
８
月
７
日
）

Ｏ
赤
い
羽
恨
■
同
，
を
活

動

　

　

　

（
Ю
月
１
日
）

０
佐
●
白
翠
同
摯
伺
手
伝

い
　

　

　

＾
Ю
月
‐７
日
）

○
歳
木
た
す
け
あ
い
共
同

界
０
こ
勁

＾
祀
月
３
日
）

Ｏ
事
務
吊
ニ
ュ
ー
ス
発
行

（
Ｂ
月
）

躍́
‐
Ｆ
‐
陰
‐
‐
〕

●
高

●
書
事
業
部

○
寝
た
き
り
高
齢
考
女
量
訪
剛

３
月
４
名

２
月
‘
名
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
間

Ｏ
高
齢
者
食
事
会
　
敬
者
の
つ
と
い
は
新

型
イ
シ
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
の
た
め
中
止

生
　
活
　
動

〕

Ｏ
に
投
見
ウ
，
虫
Ｍ^
■
，
餞
対
飲
７
月
器
Ｈ
）

広
●
●
■
●

０
広
報
■

一内
椰
地
区
社
協
一

Ю
月
９
口
内
郷

年

３
口

７^
　

Ｈ
　

３
月
）
発
行

る 0
討 Ⅲ

崚 打
1地

何 κ
11,:協ヽ
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赳

Ю
月

９
日
０

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

■

壕
崚
事
業
澤

０
内
郷
小
通
一ス
■
術
支
援
１
９
月
Ｆ
～
即
日

Ｏ
地
域
住
民
交
流
会
支
姜

０
内
郷
小
学
校
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ト
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
参
画

○
内
郷
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
支
援

研
修
事
業
澤

０
福
祉
委
員
研
修
会
１
７
月
３
日

０
■
設
見
学
会
―
年
２
回
実
施
予
定

Ｏ
住
民
福
祉
懇
議
会
Ｉ
Ю
月

広
報
“
彙
諄

■

０
広
報
誌

「内
郷
地
区
社
協
」
十
年
３

口
発
行

７^
月
　
Ｈ
月
　
３
月
）

０

「ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
一
Ｐ
Ｒ
パ

ン
フ
レ
ツ
ト
発
行

（５
月
）

０
広
報
と
広
告
協
賛
６
社

へ
依
頼

Ｏ
福
祉
活
動
に
関
わ
る
情
報
収
集
及
び

写
真
機
影

Ｏ
ホ
ー
ム
ベ
ー
ン
の
更
新

〓
魯
Ｅ
雪
零
い
Ｆ

Ｏ
内
郷
小
学
校
ン
ル
バ
ー
タ
ン
ス
協
カ

１

６

月

１６

ロ

０
「
翠
Ш
モ
ー
め
ん
流
し
，
加
１
７
月
７
日

Ｏ
共
同
募
金
活
動
参
加

０
そ
の
他
各
事
業
部
に
属
き
な
い
事
項

認
肇
祗

肇

昨
年
度
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
で
中
止
と
な

っ
て
し
ま
い
残
念
で

し
た
が
　
６
月
ヽ
日
と
お
日
の
両
ロ

午
前
Ｈ
時
か
ら
午
後
―
時
∞
分
ま
で
食

事
会
を
般
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
　
両

日
と
も
天
候
に
■
ま
れ
“
名
以
上
の
参

加
が
あ
り
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
後

肇
さ
ん
　
山
下
さ
ん
両
氏
か
ら

悪́
賃

商
法
の
核
言
に
あ
わ
な
い
た
め
に
　
お

い
し
い
話
に
ご
注
意
′
と
題
し
て
　
お

語
を
さ
れ
ま
し
た
　
み
な
さ
ん
傾
き
な

が
ら
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た

っ
す
ら
と
目
に
涙
を
に
し
ま
せ
て
喜
ば

れ
る
お
年
寄
り
の
姿
に
心
を
つ
た
れ
ま

し
た内

郷
小
学
校
の
先
生
　
児
童
　
Ｐ
Ｔ

Ａ
　
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
し
て
［
零
園
の

皆
さ
ん
　
心
の
ふ
れ
あ
い
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

福ヽ
社
の
心
　
愛
の
箱
」
を
内
郷
地

区
内
の
Ｈ
ヵ
所

べ
設
置
し
て
い
ま
す

瞥
様
―
今
年
も
渾
か
い
ご
支
援
を
お

願
い
中
し
上
げ
ま
す

昨
年
度
は
　

一
九
　
九

二
七
月
の
ご

文
授
金
を
賜
り
感
謝
中
し
上
げ
ま
す

い
た
だ
い
た
お
金
は
　
寝
た
き
０
高

齢
斉
友
量
訪
門
　
高
齢
者
食
事
会
，
の

日
祉
ψ
来
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

☆
ト
ウ
ズ
京
成
佐
倉
店
　
富
前
二
丁
目

☆
佐
倉
カ
ン
ト
リ
ー
倶
業
部

飯
　
田

☆
議
口
商
店
　
　
　
　
　
　
　
飯
　
野

☆
江
川
商
店
　
　
　
　
　
　
下
　
根

☆
北
総
お
に
ど
り
弁
当
店

　

山
　
崎

☆
二
官
歯
科
医
院
　
　

官
前
三
丁
目

☆
草
ふ
え
の
丘
　
　
　
　
　
　
飯
　
野

☆
印
饉
沼
サ
ン
セ
ツ
ト
ヒ
ル
ズ
　
飯
野
町

☆
官
前
柏
葉
集
会
所

　

自
前
三
Ｔ
日

☆
自
前
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
集
会
所

宮
前

一
丁
目

ご
家
庭
の
不
円
品

未^
使
用
の
も
の
）

を
無
償
で
ご
提
供
く
だ
さ
い

内
郷
地
区
社
協
　
事
務
所

よ^
も
ぎ

の
図
２
階
）

べ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

も
し
く
は
品
物
を
事
務
所

へ
お
届
け
い

た
だ
け
れ
ば
■
い
に
存
じ
ま
す

福
祉
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
地
域
の
福

祉
事
業
に
活
用
い
た
し
ま
す

事
務
所
オ
ー
プ

ン
曰
時
は
原
則
と
し

て

（火
〓

本^
）
Ю
昨
か
ら
“
嗜
ま
で

電

話

ｌ

ｏ

４

３

　

４

８

６

　

５

６

９

０

昼
食
を
は
さ
み
午
後
か
ら
は
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
松
だ
さ
ん
　
菊
川
さ
ん

か
ら
高
齢
者
が
抱
え
る
不
安
な
ど
対
応

の
仕
方
に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
　
佐

●
ふ
る
さ
と
体
探
で
身
体
を
解
し
　
楽

し
か
っ
た
　
時
が
終
り
ま
し
た

０
ぽ
農
ゃ
発

６
月
“
曰
　
内
郷
小
学
校
体
育
蟷

に

お
い
て
　
ン
ル
バ
ー
ダ

ン
ス
会
が
円
ｎ

さ
れ
ま
し
た

児
ｋ
の
元
気
あ
ふ
れ
る
晰
り
や
欧
声

●
綺
子
に
乗

っ
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塞賞蘭法の話に聞といるみなさん

なごむフォークダンス

食事崎 お友違と話に花が咲きました

輌社と医薇で支える在宅総合支銀センタ

社ヨ 釉は 人生活クラブ さく ら日の村
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